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１．はじめに 

小瀬子トンネルは、東海北陸自動車道の４車線化工事路線

のうち、岐阜県郡上市に位置する全長 700mの 2車線断面の高

速道路Ⅱ期線トンネルである（図-1）。本トンネルの貫通側（南

坑口）坑口部は、Ⅰ期線トンネル施工時に 1:0.5勾配で切土し

て、補強土工が施された偏土圧地形の小土被り区間であった。

当該区間について当初設計では、貫通点の手前 60m 地点から

Ⅰ期線とⅡ期線の間を作業坑で貫通させてから作業構台を構

築し、偏土圧対策として「スライスカット＋抱き擁壁」を施

工後に本坑を貫通させる計画となっていた。本稿では、変更

した坑口部の偏土圧対策工「深礎杭＋擁壁」の設計・施工に

ついて報告する。 

２．当初設計の偏土圧対策工 

当初設計の偏土圧対策工は抱き擁壁による押え盛土で、小土被り区間では最も施工事例が多く、信頼性の高

い工法である。しかし、この対策工施工において、既設法枠の撤去および法面の切り直し、すなわち直高 20m

以上のスライスカット（1:0.5勾配の 3段法面）を行う必要があるため、以下が懸念された。 

① 当該施工箇所の下方にⅠ期線、国道 156号および鉄道が位置しているため、施工時に地山崩落等が発生し

た場合、直接供用線への落石等、甚大な被害を及ぼす可能性がある。 

② トンネル上の法面を改変することにより、地山のゆるみを生じさせてしまう。 

③ 作業構台からの掘削（約 3,000m3）のうち約 400m3が硬岩掘削であるが、近接施工に伴い火薬の使用が困

難であるために効率的な施工ができず、大幅な工期の遅れが生じる可能性がある。 

さらに、同様の地質条件の近接工事において、地山掘削時に小規模の表層崩壊が発生した。これらのことか

ら、当初設計の変更を検討する必要があった（図-2）。 
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図‐1 小瀬子トンネル位置図 

図‐2 当初設計案および変更案 平面図 
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３．変更設計 

当初設計の懸念事項の解決策として「深礎杭＋擁壁」を実施した。ただし、坑門部のトンネル本体の地耐力

に問題がある区間については当初設計通り「置き換えコン＋抱き擁壁」とした。以下に変更設計の特徴を示す。 

①大規模な法面掘削を減らすことで、法面崩壊およびⅠ期線、国道および鉄道への落石等を回避できる。 

②トンネル上の法面を改変しないため、地山のゆるみ抑制とトンネルの安定性向上が図られる。 

③深礎杭に変更するため大規模な法面掘削の必要がなくなり、自然にやさしく、景観上も好ましい。 

④当該区間全体の工期を 2ヶ月程度短縮でき、他業者への引渡しを期間内に行える。 

 

４．対策工の施工フロー 

今回の変更設計に伴う対策工の施工

フローは、次のとおりである（図-3）。 

①作業坑貫通 → ②トンネル坑門前の橋

台前まで仮桟橋を構築 → ③仮桟橋の上

に土砂を仮盛土して深礎杭施工ヤードを

造成 → ④深礎杭の施工 → ⑤坑門背面

部法面切土 → ⑥トンネル坑口部法面切

土 → ⑦坑門抱き擁壁部置き換えコンク

リートの施工 → ⑧抱き擁壁および深礎

杭擁壁の施工 → ⑨ソイルセメント盛土

施工 →⑩仮盛土撤去 → ⑪本坑貫通 

 

 

 

５．施工結果 

 本坑掘削による地表面沈下、内空変位ともに最終変位量が管理レベルⅠ以内で収束した。このことから、施

工時の安全性および小土被り部の恒久的な安定性が確保できたと考えている（図-4、図-5）。 

 

 

６．おわりに 

今回の「深礎杭＋擁壁」案は 1:0.5 勾配の法面に直径 2m の深礎杭を施工する、仮桟橋上に土砂を仮盛土し

施工ヤードを確保して深礎杭を施工する、というあまり一般的でない対策工を採用した。 

小瀬子トンネル南坑口は地形条件に加え、施工ヤードが狭小で国道の 30m 真上にあたる箇所という大変厳

しい施工条件であったが、綿密な工法検討の実施、施工条件に適した対策工の選定等を行ったことで、当初設

計案と比較して工期、施工性、経済性、安定性および安全性に優れた設計・施工ができたと評価している。 
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図‐4 本坑貫通後現場写真 図‐5 「深礎杭＋擁壁」案 パース 

図‐3 当初設計案および変更案 横断図 
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